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指定管理者施設管理評価シート（Ｈ18） 部 保健福祉部 課 高齢福祉課 
施設名 いけのはたデイホーム 指定管理者の名称 （福）台東区社会福祉事業団 
１．指定管理者の概要（業務内容、指定管理者施設、経営の状況） 
【概要】台東区社会福祉事業団は、台東区の児童及び高齢者福祉の充実を図るため、台東区が出資して 
    １９８６（昭和６１）年１０月に設立した社会福祉法人である。 
【事業内容】児童部門…児童館（７）、こどもｸﾗﾌﾞ（１３） 
      高齢者部門…特別養護老人ﾎｰﾑ（３）、高齢者在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ（４）、地区ﾃﾞｲﾎｰﾑ（２）、 
            ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｽﾃｰｼｮﾝ（１）、在宅介護支援ｾﾝﾀｰ（３）、老人保健施設（１）、 
            老人福祉ｾﾝﾀｰ（１）、老人福祉館（３）              の運営 
【経営の状況】（17年度決算ベース） 
  〔社会福祉事業会計〕歳入 2,454,919,911円、歳出 2,310,246,072円、収支差額 144,673,839円 
  〔公益事業特別会計〕歳入  344,134,864円、歳出  296,549,026円、収支差額 47,585,838円 
２．施設の概要（施設の所在地・規模等、施設によるサービス提供の概要・特徴、入所者数・対象者数等） 
【所在地】台東区池之端２－１－２２ 
【開設】平成１０年１２月１日 （８年経過） 
【建物概要】延べ床面積 ４３１０㎡のうち１９４㎡ 忍岡小学校内 
      鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造地上４階のうち１階の一部 
【利用定員】１５名 
【職員数】８名 
（内訳）施設長(兼任 1)、生活相談員(兼任 2)、事務職員(兼任１)、ｹｱﾜｰｶｰ(常勤１兼任１、短２)、看護師(短

１) 
３．事業の概要、自主事業 (事業によるサービス提供の概要・特徴、事業の目標(利用者数等)、自主事業) 

【事業の概要】①通所介護サービス（送迎・食事・機能訓練・日常生活上のケア・健康チェック・生活相談・口腔ケア）、

②介護予防通所介護サービス（送迎・食事・日常生活上のケア・健康チェック・生活相談・運動器機能

向上訓練・口腔ケア・アクティビティ等） 
【事業の特徴】事業団では、平成１６年３月に「高齢者福祉施設運営方針」を策定。 
       ①利用者本位のサービス提供、②地域福祉機能の充実、③透明性、信頼性の確保、④事業団

らしさの発揮、⑤自立的、効率的運営の推進 の５つの基本方針を掲げている。 
【事業の目標】平成１８年度稼働率として、８５％を目標値とする。 
【自主事業】自主事業は行っていない。 
４．施設の稼動状況（利用実績（利用者数等）、目標値と実績値の比較、施設管理、トラブル事例等） 
【稼働率目標】８５％に設定。１７年度の実績は８４．６％。 
【施設管理】平成１０年６月１日開設（開設後８年経過）のため、計画的な修繕・保全が必要。 
◆１７年度延べ利用人数 
単位時間 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計 

6~8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
4~6 339 349 323 333 319 334 332 334 337 289 303 355 3,947 
3~4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
2~3 0 0 0 0 0 0 1 1 1 7 1 0 11 
計 339 349 323 333 319 334 333 335 338 296 304 355 3,958 

利用率(%) 86.9 89.5 82.8 85.4 78.8 85.6 85.4 85.9 83.4 78.9 84.4 87.6 84.6 
 
 
 
５．予算決算の推移                              （単位：円）

 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 

負担金補助及び交付金 1,945,000 0  

料金収入等 24,773,000 26,100,000  予 算 
管理経費 26,718,000 26,100,000  

負担金補助及び交付金 4,406,012  

料金収入等 27,419,981  

管理経費 28,022,875  
決 算 

収 支 3,803,118  
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６．評価項目 

①施設によるサービス提供 
(1)利用時間等の遵守[３]、(2)施設提供のための適正な人員配置[３]、(3) 設備･備品の貸出[３]、(4)利用者の
安全確保[３]、(5)利用承認、案内等の対応と接遇 [３]、(6)苦情等への対応と報告[３]、(7)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･
研修･実際の対応[３]、(8)利用実績[３] 
                               【標準 8項目、本施設は８項目を評価】 
②事業 
(1)施設の目的に沿ってｻｰﾋﾞｽを提供できているか[３]、(2)事業実施のための適正な人員配置[３]、(3)情報提供･
接遇[４]、(4)利用者数等の目標達成[３]、(5)自主事業はｻｰﾋﾞｽ向上に役立ったか[－]、(6)自主事業の利用実績
[－]、(7)苦情等への対応と報告[３]、(8)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･研修･実際の対応[３] 
                               【標準８項目、本施設は６項目を評価】 
③施設の管理 
(1)建物保守管理･設備機器安全確認[３]、(2)個人情報保護[３]、(3)備品の管理[３]、(4)清掃･警備・衛生管理[３]、
(5)指定管理者が行う修繕[３]、(6)省ｴﾈ･省資源･環境配慮[３]、(7)業務の外部委託[３]、(8)震災等への対応[３]、
(9)関係団体･地域との連絡調整[４]、(10)管理記録[３]       【標準 10項目、本施設１０項目を評価】 
④歳入歳出 
(1)管理経費等の縮減、縮減努力[５]、(2)事業経費見直しによる収支改善努力 [３]、(3)利用者増等による収支
改善努力[４] 
                               【標準 3項目、本施設は３項目を評価】 
７．評 価 
 「Ａ＋」 (優 良)：協定等の遵守に加えて、ﾌﾟﾗｽｱﾙﾌｧのｻｰﾋﾞｽ提供、利用者数の顕著な増加等の実績がある。 
 「Ａ」 （妥 当）：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成している。 
 「Ａ－」 (課題あり)：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成しているが、一部に課題がある。 
 「Ｂ」 （要改善）：一部、協定等が遵守できていない、又は不測の事態等により目標に達していない。 
評価の観点 評 価 課    題    等 

①施設によるサー

ビス提供 
Ａ 

利用者からの評価も全体的に高く、良好なサービス提供が行われてい

る。現在のサービス水準を落とさずに、より一層のサービスの向上を

図っていく。 
 

②事業（区の事業、

自主事業） 
Ａ 

各項目とも良好に行われている。 
 

③施設の管理 
（補修、緊急対応等） 

Ａ 
現在のところ目立った不具合はない。 

④歳入歳出 Ａ 
補助金の交付を受けることなく、管理経費も縮減され良好な運営が行

われている。 
 

⑤総合評価 Ａ 

全体的に良好である。 
 
 
 

８．課題への対応 
サービスの提供等、全体的に良好であるため、現在の水準を落とさずに、より一層の向上を図っていく。

施設管理の面においては、今後大きな不具合が生じないよう計画的な保全に努めていく。 
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指定管理者施設管理評価シート（Ｈ18） 部 保健福祉部 課 高齢福祉課 
施設名 たなかデイホーム 指定管理者の名称 （福）台東区社会福祉事業団 
１．指定管理者の概要（業務内容、指定管理者施設、経営の状況） 
【概要】台東区社会福祉事業団は、台東区の児童及び高齢者福祉の充実を図るため、台東区が出資して 
    １９８６（昭和６１）年１０月に設立した社会福祉法人である。 
【事業内容】児童部門…児童館（７）、こどもｸﾗﾌﾞ（１３） 
      高齢者部門…特別養護老人ﾎｰﾑ（３）、高齢者在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ（４）、地区ﾃﾞｲﾎｰﾑ（２）、 
            ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｽﾃｰｼｮﾝ（１）、在宅介護支援ｾﾝﾀｰ（３）、老人保健施設（１）、 
            老人福祉ｾﾝﾀｰ（１）、老人福祉館（３）              の運営 
【経営の状況】（17年度決算ベース） 
  〔社会福祉事業会計〕歳入 2,454,919,911円、歳出 2,310,246,072円、収支差額 144,673,839円 
  〔公益事業特別会計〕歳入  344,134,864円、歳出  296,549,026円、収支差額 47,585,838円 
２．施設の概要（施設の所在地・規模等、施設によるサービス提供の概要・特徴、入所者数・対象者数等） 
【所在地】台東区日本堤２－２５－１０ 
【開 設】平成１０年１２月１日 （８年経過） 
【建物概要】延べ床面積 ５９８０㎡のうち１５５㎡ 田中小学校内 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造地上５階のうち１階の一部 
【利用定員】１５名 
【職員数】８名 
（内訳）生活相談員(兼任 2)、機能訓練指導員(1)、事務職員(兼任１)、ｹｱﾜｰｶｰ(短２)、看護師(短兼任１)、そ

の他(ｱﾙﾊﾞｲﾄ 1) 
３．事業の概要、自主事業 (事業によるサービス提供の概要・特徴、事業の目標(利用者数等)、自主事業) 

【事業の概要】①通所介護サービス（送迎・食事・機能訓練・日常生活上のケア・健康チェック・生活相談・口腔ケア）、

②介護予防通所介護サービス（送迎・食事・日常生活上のケア・健康チェック・生活相談・運動器機能

向上訓練・口腔ケア・アクティビティ等） 
【事業の特徴】事業団では、平成１６年３月に「高齢者福祉施設運営方針」を策定。 
       ①利用者本位のサービス提供、②地域福祉機能の充実、③透明性、信頼性の確保、④事業団 

らしさの発揮、⑤自立的、効率的運営の推進 の５つの基本方針を掲げている。 
【事業の目標】平成１８年度稼働率として、８５％を目標値とする。 
【自主事業】自主事業は行っていない。 
４．施設の稼動状況（利用実績（利用者数等）、目標値と実績値の比較、施設管理、トラブル事例等） 
【稼働率目標】８５％に設定。１７年度の実績は６４．２％。 
【施設管理】平成１０年１２月１日開設（開設後７年６ヶ月経過）のため、計画的な修繕・保全が必要。 
◆１７年度延べ利用人数 
単位時間 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計 

6~8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
4~6 243 251 256 254 267 237 217 239 243 238 252 294 2,991 
3~4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
2~3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
計 243 251 256 254 267 237 217 239 243 238 252 294 2,991 

利用率(%) 62.3 64.3 65.6 65.1 65.9 60.8 55.6 61.3 60.0 63.5 70.0 75.4 64.2 
 
 
 
５．予算決算の推移                              （単位：円） 

 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 

負担金補助及び交付金 3,624,000 1,559,000  

料金収入等 22,282,000 26,394,000  予 算 
管理経費 25,906,000 27,953,000  

負担金補助及び交付金 3,624,000  

料金収入等 20,224,938  

管理経費 23,848,230  
決 算 

収 支 708  
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６．評価項目 

①施設によるサービス提供 
(1)利用時間等の遵守[３]、(2)施設提供のための適正な人員配置[３]、(3) 設備･備品の貸出[３]、(4)利用者の
安全確保[３]、(5)利用承認、案内等の対応と接遇 [３]、(6)苦情等への対応と報告[３]、(7)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･
研修･実際の対応[３]、(8)利用実績[３] 
                               【標準 8項目、本施設は８項目を評価】 
②事業 〔内容、利用者数の目標値等〕 
(1)施設の目的に沿ってｻｰﾋﾞｽを提供できているか[３]、(2)事業実施のための適正な人員配置[３]、(3)情報提供･
接遇[４]、(4)利用者数等の目標達成[３]、(5)自主事業はｻｰﾋﾞｽ向上に役立ったか[－]、(6)自主事業の利用実績
[－]、(7)苦情等への対応と報告[３]、(8)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･研修･実際の対応[３] 
                               【標準８項目、本施設は６項目を評価】 
③施設の管理 
(1)建物保守管理･設備機器安全確認[３]、(2)個人情報保護[３]、(3)備品の管理[３]、(4)清掃･警備・衛生管理[３]、
(5)指定管理者が行う修繕[３]、(6)省ｴﾈ･省資源･環境配慮[３]、(7)業務の外部委託[３]、(8)震災等への対応[３]、
(9)関係団体･地域との連絡調整[３]、(10)管理記録[３]       【標準 10項目、本施設１０項目を評価】 
④歳入歳出 
(1)管理経費等の縮減、縮減努力[３]、(2)事業経費見直しによる収支改善努力 [３]、(3)利用者増等による収支
改善努力[３] 
                               【標準 3項目、本施設は３項目を評価】 
７．評 価 
 「Ａ＋」 (優 良)：協定等の遵守に加えて、ﾌﾟﾗｽｱﾙﾌｧのｻｰﾋﾞｽ提供、利用者数の顕著な増加等の実績がある。 
 「Ａ」 （妥 当）：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成している。 
 「Ａ－」 (課題あり)：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成しているが、一部に課題がある。 
 「Ｂ」 （要改善）：一部、協定等が遵守できていない、又は不測の事態等により目標に達していない。 
評価の観点 評 価 課    題    等 

①施設によるサー

ビス提供 
Ａ 

介護サービス評価より、利用者からの評価も全体的に高く、良好なサ

ービス提供が行われている。現在のサービス水準を落とさずに、より

一層のサービスの向上を図っていく。 
②事業（区の事業、

自主事業） 
Ａ 

概ね良好に行われているが、稼働率が目標値に比べてやや低い。 
 
 

③施設の管理 
（補修、緊急対応等） 

Ａ 
現在のところ目立った不具合はない。 

④歳入歳出 Ａ 
収入が増加しており、補助金交付額は減少している。 
 
 

⑤総合評価 Ａ 
全体的に良好である。 
 
 

８．課題への対応 
稼働率が目標値に比べやや低いため、今後は稼働率向上のために、より一層職員及びサービスの質の向上

に取り組む。また、施設管理の面においては、今後大きな不具合が起きないよう計画的な保全に努める。

稼働率についても、目標値達成のために今後一層の努力、工夫をしていく。管理経費についても、人件費

の削減に努める。 
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指定管理者施設管理評価シート（Ｈ18） 部 保健福祉部 課 高齢福祉課 
施設名 たいとう高齢者在宅サービスセンター 指定管理者の名称 （福）聖風会 
１．指定管理者の概要（業務内容、指定管理者施設、経営の状況） 
【概要】社会福祉法人聖風会は、多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよ

う創意工夫することにより、利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、自立した生活を地域社会におい
て営むことができるよう支援することを目的として、昭和３０年１月６日に設立した社会福祉法人
である。 

【業務内容】{１}第一種社会福祉事業：特別養護老人ホーム（５施設）・軽費老人ホーム（１施設） 
{２}第二種社会福祉事業：高齢者在宅サービスセンター（８施設）・短期入所（５施設）・支援セ
ンター（５施設）・ヘルパーステーション（２施設） 

{３}公益を目的とする事業：ケアマネジメントセンター（８施設） 
【経営の状況】(17年度決算) 
[社会福祉事業会計]歳入 3,815,883,614円 歳出 3,549,024,683円 収支差額 266,858,931円 
[公益事業会計]歳入 84,343,949円 歳出 72,378,388円 収支差額 11,965,561円 
２．施設の概要（施設の所在地・規模等、施設によるサービス提供の概要・特徴、入所者数・対象者数等） 
【所在地】台東区台東１－２５－５ 
【開 設】平成１３年６月１日 （５年経過） 
【建物概要】延べ床面積 ２１２３６㎡のうち１１４７㎡ 
      鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造地上１４階地下２階のうち３階の一部 
      ﾃﾞｲﾙｰﾑ、機能訓練室、談話室、ｸﾘｰﾝﾙｰﾑなど 
【利用定員】一般３０名、認知症１２名 
【職員数】１８名（平成１８年４月現在） 
（内訳）生活相談員(2)、看護師(3)、機能訓練指導員(4、兼務)、事務(1)、ｹｱﾜｰｶｰ(5、ﾊﾟｰﾄ 6) 
３．事業の概要、自主事業 (事業によるサービス提供の概要・特徴、事業の目標(利用者数等)、自主事業) 

【事業の概要】通所者の健康管理、機能訓練、生活介護（食事・介護・排泄・入浴）季節行事や年間の防災訓練等の事業。

【事業の特徴】社会福祉法人聖風会では、①相手の立場で見る・聴く・考える②相手の笑顔・自分の笑顔③その人がその

人らしく生きることを運営方針として揚げている。 
【事業の目標】平成１８年度稼働率として、一般デイサービス８６％・認知症デイサービス８１％を目標値とする。 
【自主事業】自主事業は行っていない。 

４．施設の稼動状況（利用実績（利用者数等）、目標値と実績値の比較、施設管理、トラブル事例等） 
【稼働率目標】一般デイ８６％、認知デイ８１％に設定。１７年度の実績は一般デイ８６．２％、認知デイ

７３．４。 
 
◆ １７年度延べ利用人数 
（一般デイ）                （認知デイ） 
単位時間 ４～６

月 

７～９

月 

１０～

１２月 

１～３

月 

計 

6~8 2,047 2,105 2,084 1,811 8,047 

4~6 0 0 0 0 0 

3~4 0 0 0 0 0 

2~3 0 0 0 0 0 

計 2,047 2,105 2,084 1811 8,047 

利用率(%) 87.5 88.8 88.0 80.5 86.2 

  

単位時間 ４～６

月 

７～９

月 

１０～

１２月 

１～３

月 

計 

6~8 613 637 561 474 2,285 

4~6 0 0 0 0 0 

3~4 0 0 0 0 0 

2~3 0 0 0 0 0 

計 613 637 561 474 2,285 

利用率(%) 78.6 80.6 71.0 63.3 73.4 

５．予算決算の推移                              （単位：円）

 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 

負担金補助及び交付金 8,685,000 7,094,000  

料金収入等 109,491,000 110,090,000  予 算 
管理経費 118,176,000 117,184,000  

負担金補助及び交付金 9,363,000  

料金収入等 106,538,436  

管理経費 110,963,942  
決 算 

収 支 4  4,937,49

３
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６．評価項目 

①施設によるサービス提供 
(1)利用時 [３]、 の適正な人員配置[３]、(3) 設備･備品の貸出[ ]、(4)利用者の
安全確保[ 応と接遇 [３]、(6)苦情等への対応と報告[３]、(7)

際 (8
                   【標準 8項目、本施設 ８

間等の遵守

３]、(5)利用承認
(2)施設提供のため
、案内等の対

３

緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･

研修･実 の対応[３]、 )利用実績[３] 
            は 項目を評価】 

②事業 
(1)施設の目的に沿ってｻｰﾋﾞｽを提供できているか[３ 実施のための適正な人員配置[３]、(3)情報提供･
接遇[４]、(4)利用者数等の目標達成[３]、(5)自主事業はｻｰﾋﾞｽ向上に役立ったか[－]、(6)自主事業の利用実績
[－]、(7)苦情等への対応と報告[３]、(8)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･研修･実際の対応[３] 
                               【標準８項目、本施設は６

]、(2)事業

項目を評価】 
③施設の管理 
(1)建物保守管理･設備機器安全確認[３]、(2)個人情報保護[３]、(3)備品の管理[３]、(4)清掃･警備・衛生管理[３]、
(5)指定管理者が行う修繕[３]、(6)省ｴﾈ･省資源･環境配慮[３]、(7)業務の外部委託[３]、(8)震災等への対応[３]、
(9)関係団体･地域との連絡調整[４]、(10)管理記録[３]       【標準 10項目、本施設１０項目を評価】 
④歳入歳出 
(1)管理経費等の縮減、縮減努力[４]、(2)事業経費見直しによる収支改善努力 [３]、(3)利用者増等による収支
改善努力[３] 
                               【標準 3項目、本施設は３項目を評価】 
７．評 価 
 「Ａ＋」 (優 良)：協定等の遵守に加えて、ﾌﾟﾗｽｱﾙﾌｧのｻｰﾋﾞｽ提供、利用者数の顕著な増加等の実績がある。 
 「Ａ」 （妥 当）：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成している。 
 「Ａ－」 (課題あり)：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成しているが、一部に課題がある。 
 「Ｂ」 （要改善）：一部、協定等が遵守できていない、又は不測の事態等により目標に達していない。 
評価の観点 評 価 課    題    等 

①施設によるサー

ビス提供 
Ａ 

介護サービス評価より、利用者からの評価も全体的に高く、良好なサ

ービス提供が行われている。現在のサービス水準を落とさずに、より

一層のサービスの向上を図っていく。 
②事業（区の事業、

自主事業） 
Ａ 

各項目とも良好に行われている。 
 
 

③施設の管理 
（補修、緊急対応等） 

Ａ 
施設側で対応できる範囲においては良好な管理が行われている。開設

から５年が経過しており、日常的な保全管理体制を強化し、適切な管

理を行う。 

④歳入歳出 Ａ 
補助金、管理経費共に縮減されており、主に人件費の削減ができてい

る。 
 

⑤総合評価 Ａ 
全体的に良好である。 
 
 

８．課題への対応 
サービスの提供等において、全体的に良好であるため、現在の水準を落とさずに、より一層の向上図って

いく。施設管理の面においては、今後大きな不具合が生じないよう計画的な保全に努めていく。 
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指定管理者施設管理評価シート（Ｈ18） 部 保健福祉部 課 高齢福祉課 
施設名 くらまえ高齢者在宅サービスセンター 指定管理者の名称 （福）東京援護協会 
１．指定管理者の概要（業務内容、指定管理者施設、経営の状況） 
【概要】社会福祉法人東京援護協会は、時代の要請に基づき先駆的に社会福祉の充実を図るため、昭和２４

年５月に財団法人として設立し、昭和２７年５月に社会福祉法人に組織変更した。 
【業務内容】１．高齢者部門＝特別養護老人ﾎｰﾑ（４施設）、ｹｱﾊｳｽ（１施設）、高齢者在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀ （ー６施設）、 

居宅介護支援事業所（６施設）、在宅介護支援ｾﾝﾀｰ（２施設）、 
地域包括支援ｾﾝﾀｰ（３施設） 

２．障害者部門＝知的障害者更生施設（２施設）、知的障害者授産施設（４施設）、 
身体障害者授産施設（３施設） 

３．その他部門＝措置施設（３施設） 
【経営の状況】（17年度決算ベース） 
〔社会福祉事業会計〕歳入 2,725,263,458円、歳出 2,674,613,067円、収支差額 50,650,391円 
〔社会福祉授産特別会計〕歳入 789,455,181円、歳出 770,262,017円、収支差額 19,193,164円 
〔公益事業会計〕歳入 12,618,403円、歳出 13,353,333円、収支差額 △734,930円 

２．施設の概要（施設の所在地・規模等、施設によるサービス提供の概要・特徴、入所者数・対象者数等） 
【所在地】台東区蔵前２－１１－７  【開 設】平成７年６月１日 （１１年経過） 
【建物概要】延べ床面積 ３９３７㎡のうち５７４㎡ 特別養護老人ホーム蔵前内 
      鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造地上７階地下２階のうち６階の一部 
【入所定員】３０名 
【職員数】１５名 
（内訳）施設長(兼任 1)、相談員(1)、管理栄養士(兼任 1)、ｹｱﾜｰｶｰ(常勤 5、非常勤 3)、看護師 

(常勤 1、非常勤 1)、事務員(1)、その他(ｱﾙﾊﾞｲﾄ 1) 
３．事業の概要、自主事業 (事業によるサービス提供の概要・特徴、事業の目標(利用者数等)、自主事業) 

【事業の概要】通所介護ｻｰﾋﾞｽ（送迎、食事、入浴、生活介護、機能訓練、生きがい活動、相談等）、 
介護予防通所介護ｻｰﾋﾞｽ（送迎、食事、入浴、機能訓練、口腔機能ｹｱ、栄養ｹｱなど）、 
施設入浴ｻｰﾋﾞｽ（送迎、入浴）などの事業。 

【事業の特徴】徹底した個別化を目指して一括活動プログラムは廃止し、本人の意向に添った個別プログラ

ムでのサービスを提供している。医療的問題を抱える高齢者も前向きに受入を検討し、閉じ

こもり生活防止、家族負担の軽減等の理念で対応している。 
【事業の目標】稼働率は通所介護、介護予防通所介護の両サービスを合計して８５％以上を目指す。施設入

浴サービスは、機械浴槽の使用を通所介護サービスの入浴と調整しながら有効活用し稼働率

アップを目指す。 
４．施設の稼動状況（利用実績（利用者数等）、目標値と実績値の比較、施設管理、トラブル事例等） 
【稼働率目標】８５％に設定。１７年度の実績は８２．８％。 
【施設管理】 
  （施設面）平成 7年６月１日開設（開設後１１年経過）のため、計画的な修繕・保全が必要。 
◆１７年度延べ利用人数 
単位時間 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計 

6~8 0 0 10 45 54 52 79 80 78 83 77 106 664 
4~6 664 693 632 613 631 613 619 591 516 481 484 526 7,063 
3~4 9 9 7 8 8 9 6 4 5 4 0 0 69 
2~3  0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 
計 673 702 649 666 693 674 704 675 599 568 561 632 7,796 

利用率(%) 86.3 90.0 83.2 85.4 85.6 86.4 90.2 86.5 83.2 79.0 77.9 78.0 84.3  

５．予算決算の推移                              （単位：円） 
 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 

負担金補助及び交付金 31,690,800 31,560,000  

料金収入等 59,183,200 70,993,000  予 算 
管理経費 90,874,000 102,553,000  

負担金補助及び交付金 32,318,800  

料金収入等 62,973,453  

管理経費 86,944,663  
決 算 

収 支 8,347,590  

３
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６．評価項目 

①施設によるサービス提供 
(1)利用時間等の遵守[３]、(2)施設提供のための適正な人員配置[３]、(3) 設備･備品の貸出[３]、(4)利用者の
安全確保[３]、(5)利用承認、案内等の対応と接遇 [３]、(6)苦情等への対応と報告[３]、(7)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･
研修･実際の対応[３]、(8)利用実績[３] 
                               【標準 8項目、本施設は８項目を評価】 
②事業 
(1)施設の目的に沿ってｻｰﾋﾞｽを提供できているか[３]、(2)事業実施のための適正な人員配置[３]、(3)情報提供･
接遇[４]、(4)利用者数等の目標達成[３]、(5)自主事業はｻｰﾋﾞｽ向上に役立ったか[－]、(6)自主事業の利用実績
[－]、(7)苦情等への対応と報告[３]、(8)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･研修･実際の対応[３] 
                               【標準８項目、本施設は６項目を評価】 
③施設の管理 
(1)建物保守管理･設備機器安全確認[３]、(2)個人情報保護[３]、(3)備品の管理[３]、(4)清掃･警備・衛生管理[３]、
(5)指定管理者が行う修繕[３]、(6)省ｴﾈ･省資源･環境配慮[３]、(7)業務の外部委託[３]、(8)震災等への対応[３]、
(9)関係団体･地域との連絡調整[４]、(10)管理記録[３]       【標準 10項目、本施設１０項目を評価】 
④歳入歳出 
(1)管理経費等の縮減、縮減努力[３]、(2)事業経費見直しによる収支改善努力 [３]、(3)利用者増等による収支
改善努力[３] 
                               【標準 3項目、本施設は３項目を評価】 
７．評 価 
 「Ａ＋」 (優 良)：協定等の遵守に加えて、ﾌﾟﾗｽｱﾙﾌｧのｻｰﾋﾞｽ提供、利用者数の顕著な増加等の実績がある。 
 「Ａ」 （妥 当）：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成している。 
 「Ａ－」 (課題あり)：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成しているが、一部に課題がある。 
 「Ｂ」 （要改善）：一部、協定等が遵守できていない、又は不測の事態等により目標に達していない。 
評価の観点 評 価 課    題    等 

①施設によるサー

ビス提供 
Ａ 

利用者からの評価も全体的に高く、良好なサービス提供が行われてい

る。現在のサービス水準を落とさずに、より一層のサービスの向上を

図っていく。 
 

②事業（区の事業、

自主事業） 
Ａ 

１７年度に第三者評価にて職員の質の向上のための計画策定や、その

計画を踏まえた研修の充実が指摘事項として挙げられていたが、１８

年度には改善されることとなった。 
 

③施設の管理 
（補修、緊急対応等） 

Ａ 
開設から１１年が経過しており、日常的な保全管理を適切に行う。 
 

④歳入歳出 Ａ 
補助金は減少しているが、業務委託費の増加に伴い管理経費が増加し

ている。 
 

⑤総合評価 Ａ 
おおむね良好である。 
 
 

８．課題への対応 
職員一人ひとりの職務能力に応じた、個人別の育成（研修）計画の策定及びその計画を踏まえたＯＪＴや研

修を行い職員の質をより向上させていく。管理経費については業務委託費の削減に努める。 
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